
まえがき・

目
● ●

次
１

柴 田 賢 （ 年 代 測 定 資 料 研 究 セ ン タ ー 長 ）
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林 田 明 （ 同 志 社 大 学 理 工 学 研 究 所 ）

９．ルーマニア、ｃｉｏｍａｄｕ１火山の最終噴火とその１４Ｃ年代・
守屋以智雄（金沢大学文学部）
奥 野 充 （ 人 間 情 報 ）
中村俊夫（年代セ）
Ａ．Ｓｚａｋａｃｓ（ｌｎｓｔ．Ｇｃｏｌ．Ｇｃｏｆｉ．Ｒｏｍ皿ｉａ）
Ｉ．Ｓｅｇｈｅｄｉ（ｌｎｓｔ．Ｇｅｏ１．Ｇｅｏｆｉ．Ｒｏｍａｎｉａ）

１０．シンポジウム参加者名簿・・・・・・・・・・・・

８２

９２

（２）業績報告

１ ． 北 海 道 北 部 、 大 沼 周 辺 地 域 に お け る 完 新 世 後 半 の 泥 炭 地 ・ ・ ・ ９ ３
の 拡 大 過 程

大平明夫・海津正倫（文）

２ ． 『 今 昔 物 語 集 』 「 鈴 鹿 本 」 の 加 速 器 質 量 分 析 法 に よ る ・ ・ ・ ・ ９ ９
１４Ｃ年代測定

小田寛貴（理）
中村俊夫（年代セ）
古川路明（理）

３ ． 名 古 屋 市 域 に お け る 大 気 中 メ タ ン 発 生 源 の 推 定 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １ １ ８
森 泉 純 ・ 永 峰 康 一 郎 ・ 飯 田 孝 夫 ・ 池 辺 幸 正 （ 工 ）

４ ． 日 本 産 米 の １ ４ Ｃ 濃 度 の 分 析 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １ ２ ８
山下浩司（人間情報）
西洋邦秀（アイソトープ総合センター）

５ ． 熱 帯 産 樹 種 の 樹 木 気 候 学 的 解 析 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １ ３ ８
米 延 仁 志 ・ 葛 原 有 紀 子 ・ 木 方 洋 二 ・ 渡 辺 拡 （ 農 ）
スリ・ヌグロホ・マルスム（ガジャマダ大学林学部）

６ ． ツ ン グース カ イベ ン ト と 樹 木 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １ ４ ７
米延仁志・竹中千里（農）

７ ． 深 海 シ ロ ウ リ ガ イ 群 集 堆 積 物 間 隙 水 の 溶 存 無 機 炭 素 の ・ ・ ・ ・ ・ １ ５ ３
１４Ｃ濃度と硫酸還元

増洋敏行（大気水圏科学研究所）

- １ １ -



北川浩之（国際日本文化研究センター）
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